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大吸気時の鎖骨中線矢状断像で腹側領域に第1肋骨から第3 肋骨まで3 点、背側領域に第3 肋骨 
から第6 肋骨まで4 点、中腋窩線冠状断像で外側領域に第2 肋骨から第5肋骨まで4 点、計 U 点 
について計測した。臓側胸膜と相対する胸壁に相当する肋骨外側表面に計測点を配置し、胸膜-胸 
壁の 2 点間距離（PCD•: pluero-chest wall distance)を各呼吸時相でwork stationの自動追跡






胸膜と胸壁の合計で62, 298点の計測を行い、全体で6. 9 % の修正を行った。COPD群と肺気腫群
の 2 つのサブグループにおいて、患側肺では仰臥位でも側臥位非荷重肺でも全体、外側、背側領
域において癒着群のPCDacaが非癒着群より有意に小さかった。外側領域ではCOPD群の ROC曲線下




別 紙 様 式 3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
  (続紙） ・
面 積 （AUC )が仰臥位（0. 64）から非荷重側臥位（0.81)に、背側領域では肺気腫群のAUCが仰臥 
位 （0.76)から非荷重側臥位（0. 9 6 )にそれぞれ有意に増加した。
【考察】
i の研究では、側臥位の非荷重肺におけるPCDacaの全体的な減少を示した。C0PD患者において 




















るためにはC T撮影に先立って肺機能検査が必要なのに対して、肺気腫は通常吸気C Tで評価可能 
である。したがって、通常仰臥位C Tで肺気腫が視覚的に確認された場合、側臥位の超低線量呼吸 
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本研究では、 4 7 人の胸部手術術前患者において、仰臥位と側臥位での超低線量呼吸動 
態 CT撮像を行った。臓側胸膜と相対する肋骨外側表面の2 点間距離 (PCD )を腹側3 か所、 
背側 4 か所、側壁 4 か所の計 1 1 か所で測定した。各呼吸時相での画像からPCD平均変化 
量 (PCDaca) を計算した。癒着の有無は術中胸腔鏡所見により確認し、癒着の有無とPCD似と 
の関連を検討し、以下の点を明らかにした
1 )  COPD群と肺気腫群の2 つのサブグループにおいて、患側肺では、仰臥位でも側臥位非 
荷重肺でも、全体、外側、背側領域において癒着群のPCDacaが非癒着群より優位に小さか 
った。
2 )  外側領域ではCOPD群 の ROC曲線下面積 (AUC)が仰臥位に比べ、非荷重側臥位では優 
位に高値を示した。
3 )  背側領域では肺気腫群のAUCが仰臥位に比べ、非荷重側臥位では優位に高値を示した。
本論文は、胸膜癒着の有無を術前に判定することに、超低線量呼吸動態CT撮影による胸膜 
胸壁間距離の測定•検討が有用であることを示し、放射線による診断に新たな知見を与え 
たものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博 士 （医学） 
の学位論文に値するものと認められた。
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